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れ
ば
、
ブ
リ
ム
の
「
死
神
」
の
日
本
へ
の
流
入
経
路
が
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
先
に
も
触
れ
た
事
だ
が
、
円
朝
に
は
、
海
外
作
品
の
翻
案
が

い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
「
名
人
く
ら
べ
　
（
錦
の
舞
衣
）
」
に

関
す
る
、
（
永
井
）
の
解
説
を
引
用
し
て
お
く
と
、
「
『
錦
の
舞
衣
』

は
円
朝
が
福
地
桜
痴
よ
り
フ
ラ
ン
ス
の
劇
作
家
サ
ル
ド
ウ
作
の
正
史

劇
『
ラ
・
ト
ス
カ
』
の
物
語
を
教
え
ら
れ
、
こ
れ
を
翻
案
し
た
作
品
で

あ
る
。
原
作
の
初
演
は
Ｔ
八
八
七
年
で
あ
る
が
、
四
年
後
の
明
治
二
四

　
二
八
九
回
に
、
円
朝
は
、
既
に
高
座
に
か
け
て
い
た
。
同
じ
原
作

を
プ
ッ
チ
ー
ニ
が
作
曲
し
、
歌
劇
と
し
て
初
演
し
た
よ
り
十
年
も
早

か
っ
た
わ
け
で
あ
る
」
と
の
事
。
円
朝
の
海
外
作
品
の
受
容
の
一
端
が

う
か
が
わ
れ
る
（
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
「
ト
ス
カ
」
は
非
常
に
有
名

な
の
で
、
円
朝
の
作
品
は
こ
れ
の
翻
案
だ
と
思
っ
て
い
る
方
が
お
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
事
、
つ
ま
り
、
福
地
桜

痴
が
持
ち
こ
ん
だ
の
は
オ
ペ
ラ
で
は
な
い
と
い
う
事
を
、
こ
こ
で
、
頭

に
い
れ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
）
。
ち
な
み
に
、
こ
の
円
朝
作
品
で

は
、
原
作
の
「
女
声
歌
手
ト
ス
カ
」
が
、
「
女
狂
言
師
お
須
賀
」
と
し

て
登
場
し
、
ま
る
で
、
日
本
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
よ
う
で
あ
る
（
テ

キ
ス
ト
は
（
円
朝
二
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
）
。
落
語
「
死
神
」
が
、

ま
る
で
、
日
本
固
有
の
物
語
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
事
に
通
じ
る
も

の
を
感
じ
る
が
、
こ
れ
が
、
円
朝
流
の
翻
案
な
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
流

儀
に
、
目
本
流
の
外
国
文
化
受
容
術
の
一
端
が
現
れ
て
い
る
と
言
う
こ

と
も
で
き
よ
う
〈
註
五
〉
。
で
は
、
円
朝
が
ブ
リ
ム
童
話
に
触
れ
た
形
跡

は
な
い
の
か
。

　
　
（
柳
田
）
　
（
大
目
）
に
よ
る
と
、
Ｔ
八
八
七
年
（
明
治
二
〇
年
）
に

ブ
リ
ム
童
話
の
初
の
日
本
語
訳
（
翻
案
）
が
登
場
し
て
以
来
、
落
語
「
死

神
」
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
明
治
三
〇
年
ご
ろ
ま
で
に
、
い
く
つ
か
の

作
品
の
邦
訳
が
登
場
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
「
死
神
の
名
づ
け
親
」
の

邦
訳
は
見
つ
か
ら
な
い
。
こ
う
な
る
と
、
出
版
さ
れ
た
邦
訳
以
外
に
、

文
人
に
よ
っ
て
、
口
頭
で
円
朝
に
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
、
注
目
し
た
い
の
が
、
（
高
橋
）
の
記
述
で

あ
る
。
図
書
に
よ
る
と
、
一
八
六
二
年
に
、
目
本
の
道
歌
使
節
の
誰
か

が
ブ
リ
ム
（
兄
）
を
訪
問
し
た
と
い
う
事
が
、
ド
イ
ツ
側
の
記
録
に
あ

り
、
一
方
、
日
本
側
の
記
録
で
は
、
そ
の
使
節
に
は
、
文
学
に
造
詣
の

あ
り
そ
う
な
文
化
人
と
し
て
は
、
福
沢
諭
吉
と
福
地
桜
痴
（
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、
作
家
、
本
名
は
福
地
源
一
郎
）
が
通
訳
と
し
て
加
わ
っ
て
い

た
よ
う
だ
。
こ
の
う
ち
、
福
沢
諭
吉
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
詳
し
い
「
福

翁
自
伝
」
を
道
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
リ
ム
の
こ
と
は
何
も

書
か
れ
て
い
な
い
と
の
事
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
グ
リ
ム

と
面
会
し
た
の
は
福
地
桜
痴
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
事
に
な
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